
 

令和７年度特別号 管理者挨拶 
常態化したコロナ禍において、今年度も限られた人

数での全体職員会が令和７年４月１日、呈蓮寺本堂

で執り行われました。本誌によりその様子が伝われ

ばと思います。 
 
 

このニュースが渡る頃には、工事施工業者が

決まり、いよいよ「ともいき宝池慈和」の新築

が始まります。 

現建物は、私が小学校に入学する時に出来た

物。見慣れた景色が数年後には変わります。新

田では、今でも「宝池園」と呼ぶ方が少なくあ

りませんが、新名称となり、さらに地域との交

流を深めなければなりません。 
 

年度当初のあいさつに、私はよくスポーツ選

手の言葉を引用しますが、今年は、イチローさ

んがＭＬＢ殿堂入りに１票を入れなかった人

がいることに対しての質問に「１票足りないと

いうのはすごく良かったと思います。いろいろ

なことが足りない。人って、それを自分なりに

自分なりの完璧を追い求めて進んでいくのが

人生だと思うんです。やっぱり不完全であると

いうのはいいなと。生きていく上で不完全だか

ら進もうとできるわけで。そういうことを改め

て考えさせられるというか、見つめ合えるとい

うか、そこに向き合えるのは良かったなと思い

ます」という返答。 

完全になることが「悟る」。この世の中に起こ

ることの全ての原因と経過と結果を全て識る

力を得ることです。人間が

悟りを得ることは可能だ

と、仏教では説かれますが、

難しいことです。 

不完全である自分。自分

なりの完璧・完全を求めて

いく自覚を持ちたいもの

です。 

 上田明照会  

   会長 横内 浄真 

 
 

「新年度の始まりのご挨拶」 

管理部長・蓮の音こども園 障がい児等療育 

支援事業 療育コーディネーター 

神原 久美子 
 

はじめに、新しく私たち

の法人に加わってくださ

った皆さんを心より歓迎

いたします。 

皆さんの新しい力を得

て、また新たなページを

描いていく１年になるこ

とを願っています。 
 
今年度、上田明照会では、長野県障がい児等療

育支援事業を本日付で受託いたしました。 

この事業は蓮の音こども園の事業の一環とし

て、障がいのあるお子さんやご家族の地域生活

を支える為の療育支援機能と障がい児等の福

祉向上を図る取り組みを行うものです。 

私自身は元々子ども支援をベースに仕事をし

てきました。1994年（平成６年）に児童の権利

に関する条約に批准して以降、日本の子ども観

や子どもの権利を取り巻く状況は大きな変化

を遂げています。近いところでは、2022年の国

連の障害者権利委員会が日本政府に対して、障

がいのある子どもに対する「特別支援教育の廃

止」と「インクルーシブ教育の実現」を内容と

する勧告を行いました。この勧告を受けたとて、

理想に近づく事は容易いことではありません

が、まず今、目の前にいる子どもに対して私た

ちは何ができるか…生きにくさを抱えている

子どもの居場所と、ライフイベントごとの出口

支援をどう充実させていくかについては、相談

支援の立場としても、ずっと悩ましい問題だと

感じてきました。今回、療育コーディネーター

という肩書きを持ち、地域に出て、保育、教育、

福祉、医療と幅広くつながる機会を得ることで、

新たに果たせる役割があるのではないかと感

じています 
 

また昨年度末に、これまでの甘露保育園・蓮の

音こども園の園児同志の関わり実践の取り組

みが評価され、国の事業で、「令和６年度 子ど

も・子育て支援等推進調査研究事業 インクル

ージョン推進における地域の実態把握に関す

る調査研究」として、保育所・児童発達支援併
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設型 合同ヒアリングを先月、土屋園長・高橋

園長と神原、３人でうけました。合同ヒアリン

グも初めての試みであったようですが、保育所

については全国で８ヶ所、児童発達支援では２

ヶ所 が対象になった研究で、それぞれに好事

例として事例集に掲載される予定です。 

このヒアリングを受ける中で、改めて確信で

きたのは、鍛冶町児童施設の施設整備は法人創

立 100周年事業の一環で行われた物です。もち

ろん甘露と蓮の音の関わり実践はその前から

あったのですが、ひとつ屋根の下という構造に

なって、関わりの深さは確実に広がり、環境が

及ぼす影響の大きさを改めて感じています。 

そして、法人としての大きな事業は、ともいき

宝池慈和の施設整備に関することです。年度を

幾つかまたぎ、準備をしてきましたが、ようや

く４月 10 日に入札というところまでたどりつ

きました。 
 

今、正に法人は正念場にあり大事業に着手し

ていますが、これはとても大きなチャレンジで、

必要な取り組みでもあると思っています。社会

福祉事業として考えた時、事業にもライフサイ

クルがあり、法人が永続的に発展を目指すには、

ひとつの事業に固執するのではなく、既存の主

力事業が衰退する前に次の事業を育成する必

要があると言われています。今年度、事業とし

ては慈光・和順は別ではありますが、令和８年

度のともいき宝池慈和を見据え、大きく変わっ

ていく時を迎えました。そしてその先に、新た

な就労継続Ｂ型、生活介護の多機能型事業を新

しい明照会の目玉としていくのです。 

新しい物をつくり出していく過程には当然苦

労も伴いますが、未来も隣り合わせにあります

ので、皆で知恵を出し合って、取り組んでいき

たいと思います。 

 

「40年を迎えて！！」 

成人管理部長 大野 政博 
 

昭和 60年に「上田明照会」

にお世話になって、早 40年

が過ぎようとしています。

長野大学の４年生９月から

「宝池住吉寮」に代替え職

員として働かせていただき

ました。いわゆる実習生から始まり、ボランテ

ィア、パート職員、臨時職員、正規職員と移っ

てきました。長かったようで、短かったようで、

やはり長い 40年でした。 

やはり、利用者の皆さんに助けてもらったこ

とが多かったですね。玄関での八田さんの笑顔。

堀内加代子さんの「明日、来る！」本木さんの

「コタツにあたりやしょ」と優しい言葉をかけ

てもらいました。その時の嬉しかったことは、

今でも忘れません。その頃の制度も措置制度か

ら始まり社会福祉基礎構造改革へと至ってい

きます。措置から契約へ移り 2003 年４月に支

援費制度、2006年障害者自立支援法、そして障

害者総合支援法へと発展していきました。利用

者の自己選択を基本とする意思決定支援の重

要性も叫ばれるようになっています。実家の大

阪から上田へと長い旅になりましたが、飽き性

の私が 40 年もお世話になるとは、考えてもい

なかったです。 

そして、永遠の課題になりますが、人材不足に

なります。介護から始まり、福祉業界、今は保

育業界までも人がいなくなりました。今までつ

ながりがあった長野大学や上田短期大学もつ

ながりが薄くなっています。各保育園や事業所

に来られる実習生にも福祉や保育の面白さを

伝えていくのも私たちの役割の１つです。 

また、利用者やご家族の高齢化が問題になっ

てきます。日本の 65 歳以上の割合も早いスピ

ードで進んでいます。昭和 45年（大阪万博があ

った年ですが・・・）65歳以上は７％。平成２

年には、14％。約 20年で倍になっています。令

和６年には、28％。34 年で倍になっています。

それに伴い以前は短命だった利用者も寿命が

延びてきています。現在の最高年齢の利用者は

88歳です。今まで上田明照会で一番長生きの利

用者は 90 歳。今後、90 歳代の利用者も出てく

ると推測されます。 

今後、支援の重要性と介護技術のあり方を職

員が共通認識しなければなりません。 

まずは、私たち職員が利用者のことを考えて

いきましょう。考えても考えても答えが出な

いことも多くあると思います。それでも考え

ていきましょう。そして話し合いましょう。

コロナ禍で人の集まりが縮小されたり、会議

が中止になったり、飲み会が無くなったり、

親睦会が出来なかったりと他の施設との交流

が少なくなってきました。 

今の時代、その方が良いという職員さんも多

いとは思いますが、少しでも話せる場所があれ



ば良いなと感じます。 

最後に一番は、利用者が中心になります。意思

決定と言われても選択する制度や事業所が無

ければ、選択ができません。また、地域によっ

て格差がでるのも問題だと感じます。利用者が、

いつまでも笑顔でいられる環境を作っていく

ことが重要です。 

 

「新年度のご挨拶」 

事務局長 田中 悠一 
 

２年ほど前から呈蓮寺

のインスタグラムが開設

されています。私自身が

何かを投稿しているわけ

でないのですが、たまに

季節に合わせて撮った写

真などを提供していま

す。その中で、２年続けて

手伝っていることがあるとすれば、境内にある

銀杏の木の紅葉の移り変わりを撮り続けてい

ることです。１年目は初めての試みであったた

め、とにかく素材が多い方が良いと思い毎日撮

ることを目的としていましたが、２年目になる

と、比較対象があるためいろいろなことを感じ

ながら写真を撮るようになりました。昨年に比

べて紅葉していく時期が遅いことや、昨年は紅

葉してからの落葉が非常に早かったことなど、

その年の季節の移り変わりの変化を感じなが

ら写真を撮っていました。写真を撮りながら特

に印象に残っていることは、撮影する時間帯に

よって枝や葉の向きに違いがあることでした。

花ではそういったことがある認識を持ってい

ましたが、木にもあるとは…。素直に思ってみ

れば木も当然植物なので太陽に向かって動き

があるのだと感じさせられた瞬間でした。今年

もとりたいと思っており、何を感じながらでき

るかを楽しみにしています。また、私はインス

タを覗く習慣がないのですが、世間一般の方は

結構見てくれているのだと実感する機会もあ

りました。それは、年末の 12月 31日から１月

１日にかけて行う除夜の鐘撞で、複数の方から

「インスタで見たから撞きに来ました」とお声

掛けいただいたことです。ただ当たり前にやっ

ていて以前から知っている人が来るだけの鐘

撞と受け取っていましたが、そこにはきちんと

発信力があり、見ている人がいることで新しい

つながり、「ご縁」が結ばれるのだと感じさせら

れる経験でした。 

上田明照会としても１月よりインスタグラム

を開設し投稿が始まっています。ホームページ

とはまた違った情報拡散手段でありますが、こ

の取り組みでまた新たな「ご縁」が広がること

を期待したいです。 

 

『保育のＬＰＤＣＡサイクル』 

甘露保育園 

園長 土屋 裕子 
 

甘露保育園の園長として２

年目、保育の楽しさと課題を

感じながら、子どもたちのあ

そびの展開に、保育の奥深さ

を実感する１年となりました。 

長野県保育連盟では独自にＬＰＤＣＡサイク

ル～保育はすべて子どもから～を発信していま

す。Ｌ（Love愛をもって、Lookよく観て、Listen

よく聴き、Learnそこから学ぶ）このＬこそが保

育の原点であると感じました。 

ある日のエピソードです。年少になり遊具の経

験が広がると、園庭のブランコに夢中のＡさん、

「たのしいね。」を連発して揺れを楽しんでいま

した。交代や順番待ちができるのか心配でした

が、決められた数まで数えるとサッとブランコ

から降りました。次の順番まで園庭に咲いてい

るこぶしの花に触れその感触に「きもちいいね。」

と表現してやり過ごしていました。進級して一

つ大きくなった自信や何でも自分でやってみた

い好奇心など学びの芽が溢れていました。 

また、折り紙の得意な子が折り紙で様々な作品

を作っていると、他の子どもたちが集まってき

ます。その子が折り紙先生として輝く瞬間です。 

保育には明確な正解はありませんが、保育者は、

夢中にあそぶ子どもたちの姿から、子どもが何

を感じているのか、どんな気づきがあり、どんな

ことを考え工夫しているのか、その思いに心を

寄せています。 

一年間、フィールド研修の実践園として、初め

ての参加ではありますが研修を通して子どもの

行動のありのままの姿から、育ってほしい姿を

見据えて子ども理解を深めていきたいと思いま

す。子どもたちと同じように、保育者同士もサー

クルタイムとしてコミュニケーションを取って

いきたいと思います。どうぞ、よろしくお願いい

たします。  



 

蓮の音こども園 

園長 髙橋 利江子 
 

園長２年生になりま

した。この１年、沢山の

ご縁をいただき、明照

会の歴史について振り

返る機会がありまし

た。改めて、歴代の先輩

方はすごい！と思い、ここで仕事をする喜びと

感謝を感じています。 

今日本は特別支援を必要とする子もそうでな

い子も、場を分けずに共に過ごすインクルーシ

ブ教育に向けて政策を進めています。蓮の音こ

ども園と甘露保育園は昭和の時代から同一敷

地内にあり、ともに過ごしながら、支援の必要

なこどもたちが安心して生活できるよう取り

組んできました。先代の会長はじめ、多くの諸

先輩方が作ってきた両園の大切な土台を、さら

に豊かで充実したものにするために、またこの

取り組みを地域に広げていくために、具体的に

どう動くか、職員みんなで考えていきたいと思

います。 

さて、今年度の蓮の音こども園は、15 名の新

入園児をお迎えし、40名の仲間と過ごしていき

ます。園生活の中で、私たちは「遊び」をとて

も大切にしています。遊びは、自分自身の感覚

や興味に気付く、世界を知る、他者と関わるた

めの大切な「学びの場」です。 

例えば、どろんこ遊びを通して、感触、土の温

度や重さ等の「違い」を知ります。ブロック遊

びは、集中力、手先の巧緻性、「うまくいかない」

体験から試行錯誤する力や立ち直る力が育ま

れます。こどもが自ら選び、夢中になって遊ぶ

ためには、体験の土台が必要です。体験してい

ないことは、自分の中の選択肢として生まれま

せん。私たち大人は、一人ひとりの感じ方やペ

ースを大切にし、自ら「やってみたい！」と思

えるよう、自分らしさを発揮できるよう、暖か

く見守っていきたいですね。 

その為には、保護者の方、職員と沢山コミュニ

ケーションをとりながら、こどもたちを真ん中

に、対話をしていきたいと思います。今年度も

どうぞよろしくお願い致します。 

 

ともいき宝池慈光 

ともいき宝池和順 

所長 今井 拓士 
 

春の訪れとともに、期待

と不安が入り混じる気持

ちを抱きながら、新年度

を迎えました。今年度よ

り、「ともいき宝池慈光」

「ともいき宝池和順」の管理者を務めることに

なりました、今井拓士と申します。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

昨年度、「ともいき宝池慈光」「ともいき宝池和

順」では、利用者の皆様が充実した日々を送れ

るよう、ご家族・職員・地域・行政が一体とな

り、支援を続けてまいりました。その中でも特

に印象的だったのは、感染症への警戒が続く中

でも、徐々に人とのつながりが戻ってきたと実

感できたことでした。例えば、新田事業所のて

とてと祭りや地域のイベント、学校交流、実習

の受け入れなど、多方面と関わる機会を持つこ

とで、利用者の皆様が地域社会の一員としての

自覚を深め、自信を取り戻し、社会とのつなが

りを感じられた一年でした。 

また、新田事業所の建て替え計画が進み、令和

８年度には多機能事業所としてスタートする

準備が整えられています。これに伴い、就労Ｂ

型事業も新たに展開される予定で、より幅広い

支援が提供できるようになります。この変化を

迎えるにあたり、ご家族や地域の皆様との連携

を大切にしながら、引き続き利用者一人ひとり

の可能性を広げるための支援と環境を整えて

まいります。 

建設計画の進行に伴い、職員間の結束も一層

深まりました。利用者の夢や目標を実現するた

めに支援の方法を工夫し、チームとしての協力

体制を強化することで、事業所全体がより温か

い雰囲気に包まれてきています。新しい事業所

においても、明照会の基本理念に基づき、これ

まで培ってきた歴史を継承しながら、明照会な

らではの雰囲気を大切にしていきたいと考え

ております。 

今年度も、利用者の皆様が安心して過ごし、社

会とつながる喜びを感じられる事業所を目指

し、関係者一丸となって協力してまいります。

皆様の温かいご支援を賜りますよう、どうぞよ

ろしくお願い申し上げます。 



「ほうれんそう」の「おひたし」

に「こまつな」も加えて 

ともいきライフ月影 

所長 花見 聡 
 

私たちの仕事「支援」には、

利用者・家族・関係機関・職

員同士との多くのコミュニ

ケーションを必要としま

す。意思の疎通や伝えることが出来なくて悩んだ

りすることも多いのではないでしょうか。 

それは、どの事業所で働くスタッフも様々な

経験をして今に至っていると思います。皆さん

何度も聞いたことがある「ほうれんそう」です

が、「報連相」を受けた上司が心掛けなければな

らない心得「おひたし」「こまつな」「ちんげん

さい」があります。 

今回は「おひたし」「こまつな」について 

「おひたし」 

「お」…怒らない 感情に身を任せている行為 

「ひ」…否定しない 苦手意識を生じさせてしまう 

「た」…助ける 状況が深刻になる前にサポート 

「し」…指示する 支持の根拠や理由を伝える 

「こまつな」 

「こま」…困ったら 困難な状況を見過ごさず 

「つ」…使える人・できる人を頼る（部下の心） 

「な」…投げる（周囲に協力を要請する）（部下

の心得） 

部下の「報連相」「こまつな」に加え管理者自

身の「おひたし」は仕事において大切なコミュ

ニケーション能力です。 

支援を考えることは、「行動の観察・記録・行

動の意味」を分析し支援方法を導きだしていく。

分析が利用者の生活の充実や安定につながっ

ていくと思う。 

事業所は支援者がサービスを提供することで

事業の運営をしています。支援力（商品価値・

サービスの質）を高めていかないと、利用者の

満足度も上がりません。質の高いサービスを提

供するには、日々の実践の積み重ねと職員のス

キル（専門性）向上と引き出しを多く持つこと

ではないでしょうか。課題が生じれば、その原

因をチームで探り支援方法を検討し、本人をチ

ームで支える。一人で課題を抱え込まない。一

つの方向（すべての人の Well-being）を向いて

支援を行うように連携する。ともいきライフ月

影は心理的安全性が高いチーム作りを目指し、

組織全体の活性化を果たしていきたい。 

１年間よろしくお願いいたします。 

「新年度のご挨拶」 

専門幹 ともいき 

ライフ住吉 

所長 塚田 昌志 
 

令和７年度、ともいきラ

イフ住吉所長に着任しま

した。住吉の利用者さん、

ご家族、職員の皆様宜し

くお願い致します。また、11年を過ごしたとも

いき宝池慈光の利用者さん、ご家族、職員の皆

様には感謝申し上げます。 

私事ではありますが今年度全体職員会で勤続

20年を表彰して頂きました。着任したともいき

ライフ住吉は私が福祉に携わる 20 年をスター

トさせた場所であり、今年度 50 周年を迎えま

す。私が居た頃から利用者さん、職員の顔ぶれ

は少なからず変化し、懐かしく思い出のある場

所でありながら、緊張感を感じています。 

さて、令和７年度から障害者支援施設と共同

生活援助において、「地域連携推進会議」を開催

する事が義務付けられました。開催にあたり、

利用者さんがその人らしく安心して暮らす事

ができるように施設と地域との連携を推進し、

事業運営の透明性を高め、質の担保につなげる

ことが大きな目的となります。 

住吉には創立 20 周年記念史「花いちもんめ」

があり、昭和 50 年 4 月の開所から、20 年間の

歴史を紐解く事が出来ます。神社・地域清掃、

住吉寮祭、ボランティアの受入れ、神科小、第

五中学校交流など、地域と繋がり運営してきた

歴史を確認できます。その中に、神科小学校３

年生からの手紙があります。「私は住吉寮の人

たちと友達になれるのかな、なれないのかなと

心配しました。だけど、住吉寮に着いてからグ

ループ発表の時、住吉寮の人たちは、一緒に笑

ったり、嬉しそうに歌ったり、すごく明るかっ

たです。色を塗る時に話しかけました。私は、

住吉寮の人たちと友だちになれて、すごく嬉し

かったです」と記されており、地域連携の根幹

を表している様に感じました。 

最後に、「誰もが、より自分に相応しい花を咲

かせる事の出来る場になってほしいと願って

います」30年前、花いちもんめに綴られた想い

を現在のともいきライフ住吉でも叶え続けら

れるように皆で励んでいきたいと思います。 

 



「ほっと一息つきに 

きてください」 

相談支援センター ほっと 

所長 白鳥 文明 
 

入職してから月影の 16

年間、住吉の３年間が一旦

終わりを迎えた。そして、

第３章「ほっと」での専従

の相談支援専門員として仰せつかり、今までの

経験値やこれからの新しい可能性を信じてス

タートをした。ここ数年では相談も定着しつつ

あり、計画更新やモニタリングで面談をさせて

いただく機会を頂いており、皆様と会えること

に感謝したい。 

さて、対人支援でよくきく「聴く」についてこ

こで書こうと思う。一般的に話を「聞く」を使

う、相手の話に耳を傾けて「聴く」、これは意識

して注意深く能動的な姿勢と言える。聴くとは、

耳と目と心で聞きましょう。傾聴しましょう。

とよく耳にするのではないか。さて、「聴」には

違う読み方があることを知っているだろうか。

中国の古典において日本語の訳する時に文脈

に応じて「聴す＝ゆるす」と言う読み方もあり、

「聞き入れる」「受け入れる」「許す」といった

広い意味があるようだ。いったい聴すとはどう

いうことなのか？「聴す」とは、上から目線と

か立場がエライとか宗教目線とかという観点

ではないことを伝えておく。対話の中では「聴

くと聴す」が同時に起こっていると考えると、

私たち相談員の立場で考えると話手側の心情

に寄りすぎたり、しっかり聞かないと、間違っ

たらどうしょうとか、自分を責めたり、不愉快

な発言をしてしまったらどうしよう等、硬い感

じになり、空気感が重い場面もある。特に初期

の段階で関係性がない時や悩ましい相談内容

によってはある。相談する側の心境も考えると

こんな話を聞いてもらえるのだろうか、責めら

れるだろうかと自分を責める場面もあるかと

思う。お互いに自分を責め合うことでは、お互

いの思いや言いたいことが伝わらないことが

ある。そんな時にこそまずはお互いに「聴す姿

勢」で自分から心を緩ませ、雰囲気を緩ませ、

心を開いて対話をすることで、心の距離が近く

なる。心をひらき語り合えるには「ほっ」とす

ること、間違いも含めて許し合える、存在を受

容し合える、聴くことで聴しあえる場でもある

と言うことでもある。心の在り方を大切にして、

安心安全は場所、相互理解の場を大事にしたい

と願っている。改めて相談支援という専従の立

場で様々な人生をお聴きできることは素晴ら

しいと思うし有難いことである。だからこそ気

軽にほっとに寄って相談でもいいですし、雑談

でもいいですし、お茶を飲みに出かけてくださ

い。特別な場所ではなく、気軽に立ち寄れる場、

「ほっ」と一息や安心して肩や胸をなでおろす

場、なんかモヤモヤが減った場、ぜひ「ひとと

きの対話時間」にお立ち寄りください。それぞ

れの喜怒哀楽の感情を一緒に感じ、一緒に悩み、

一緒に感動し、一緒に考えていきましょう。迷

ったらほっとに GO！です。最後に秘密はしっか

り守られますから安心してください。それでは、

１年間よろしくお願いいたします。 

 

「母川
ぼ せ ん

回帰
か い き

その３」 

専門幹 相談支援センターほっと 

新田施設建設アドバイザー 

茅野 隆徳 
 

「母なる川・上田明照会」に回

帰して３度目の春を迎えまし

た。 

昨年この母川回帰（その２）の中で、新、田施

設建設のアドバイザーとして、私から職員のみ

なさんに新田施設の建設は「何とかなるだろう、

誰かがやってくれるだろうと云う曖昧な意識

は棄て、自分たちが創るという信念の策を持ち

ましょう」と書きました。 

振り返れば昨年新田施設建設の歩みは、みな

さんの身近な話題や課題とて受け止めて頂い

たでしょうか。 

私たちはこの事業を進めるにあたって、建設

委員会、建設新聞、慈和合同職員会、味遊会議、

新田施設合同イベントなどいろんな場面で人

の垣根を超えた挑戦や工夫をして来ました。 

またこの挑戦は新田建設だけの挑戦でなく児

童から成人、通所から入所、新田、鍛治町、住

吉、坂城など地理的垣根、事業の垣根、利用者

職員の人の垣根を意識しつつ「法人はひとつ」

の取り組みをいろんな場面でお伝えし取り組

む挑戦を重ねてきました。 

建設アドバイザーとして任をいただいて２年、

今期４月漸く新田施設移転工事の着工に至る

事が出来ました。 



この２年、私が何をして来たか自問する事ば

かりですが、職員さんは日々起こる出来事に翻

弄しながらも利用者ご本人に立ち返る姿勢に

気づいたことは大きな力として自信に繋げて

欲しいと思います。 

私は年度当初、自分が選んだ使命を念じつつ、

置かれたところで花を開かせる「念ずれば花開

く」の言葉を再度、噛みしめながら与えられた

時間を無駄にしない様に過ごして行きたいと

思います。 

 

 

「新年度の挨拶」 

上田明照会グループホーム 

ホーム長 太田 光徳 
 

グループホームでは、男性利

用者３名・女性利用者３名の

計６名の方が生活されていま

す。ホームでの生活の一番の

楽しみはなんと言っても食

事。世話人の皆さんが愛情を込めて手作り料理

を提供しています。しかし、他事業所の話を聞

くと届けられた食事をレンジでチンして提供

するところが少なくありません。季節に応じた

料理の提供や台所から聞こえる食材を切る包

丁とまな板の音、作る過程での香りなど手作り

料理を提供するすばらしさがまだここにあり

ます。昨年度、20㎏の米を買えていた金額が現

状半分ほどの量しか購入できません。その他ほ

ぼすべての食材も高騰しているなか安い店を

探し、安売りしている食材を集めこれまでと変

わらない量・質を保ち、365 日交代で頑張って

くれている世話人の皆さんに感謝です。 

さて、要望・リスク・事故防止委員会では今年

度より新たに委員会メンバーが各事業所を年

２回訪問させていただき、管理者や職員の皆さ

んとディスカッションをする機会を設けるこ

とになりました。要望や苦情、事故等に対して

大きな芽となる前に小さな芽のうちに予防的

に対策・対応することが大きな目的になります。

事業所単体で抱えるのではなく様々な眼（視点）

を入れることで利用者（児）、ご家族、職員が安

心して過ごせるようになればと考えています。 

どうぞよろしくお願いします。 

 

ともいきライフ月影 

専門員 瀧澤 英知 
 

陽春の候、新入職員の皆さん

入職おめでとうございます。

４月１日の全体会では永年勤

続表彰を賜りまして誠にあり

がとうございました。 

先日、日本知的障害者福祉協

会だよりを一読すると、政策委員会がとりまと

めた「居住支援の在り方に関する国への提言」

の記事があり印象に残りました。内容は今年度、

国において障害者支援施設やグループホーム

についての検討会が設けられ、本格的な検討が

始まるを受けての提言です。一つに「住まいの

場と日中活動の場」の在り方と、「昼夜の明確化」

という文言がありました。中身は生活単位を小

規模化へ向けていく方向性と、その為の具体的

な制度設計、職員配置の考え方のイメージが示

されていました。さらに読み進むと、提言の中

には、「地域」という言葉が頻繁に出ていました。 

ここでいう地域とは、どのような地域を想像

しているのか、そもそも地域とは何かと今更な

がら良く分からない自分がいました。そんな事

を考えていると、ある一枚のポスターが目に入

り、その中に「人間は必ず人間に救われま

す。・・・人間はいつも分け合っています。喜び

も悲しみも少しずつ分け合っています。」云々

と記されていました。「喜びも分けあう。悲しみ

も分けあう。それが人間。」誰かが大笑いをして

いるのを聞くと、ついついつられて笑ってしま

う云々とありました。 

現代は、少子高齢化、そして都市部と地方の

様々な格差、富裕層と貧困層の二極化など多く

の課題は、コロナ禍を経て益々強く作用し、

色々な催しや伝統が中止や自粛となり、未だに

その余波は大きいものがあります。先のポスタ

ーからは、地域とは、人と人の間に存在する営

みそのものである。そして私たちの仕事の大切

な一つに「人と人との間」にこそ真髄があり、

実践がある。そこには「ともいき」や「ぐるみ」

と共通するものがあると教えられている感を

抱きました。 

脚下照顧の精神を忘れずに、日々精進してい

きたいと思います。今年度もよろしくお願いい

たします。 

 



 

ともいきライフ月影 

次長 飯窪 俊章 
 

令和７年度も次長として

月影で務めさせていただ

く飯窪です。月影に着任し

て今年で５年目を迎えま

す。改めましてよろしくお

願いいたします。 

新年度を迎え、職員も利用者さんもどこか気

忙しく落ち着かない日々が続いているのでは

ないでしょうか。生活に変化があると焦りや不

安も大きく感じてしまいます。心を落ち着かせ

たいとき皆さんはどのような方法をお持ちで

すか。私は深呼吸をして座右の銘を思い起こし

ます。就職してから特に意識していることわざ

があります。「急いては事を仕損じる・急がば回

れ」です。特に支援員の仕事は状況が変わりゆ

く中で様々な判断が必要になるかと思います。

時間や業務に追われ気持ちばかりが焦ってし

まいがちですが、そんな時こそ慌てずに一つ一

つこなしていくことを意識するようになりま

した。ことわざに限らず著名人の言葉や知人の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

何気ない言葉が心に残っていることもあるで

しょう。自分の心を整えてくれる素敵な言葉を

皆さんも見つけてみてはいかがでしょうか。 

2022 年に国連障害者権利委員会より障害者権

利条約に基づく日本政府への初審査の総合所

見（勧告）が発表され、第 19条（自立した生活

と地域社会への参加）について勧告がありまし

た。勧告には法的拘束力はありませんが、今後

法改正など勧告に沿った対応が求められるこ

とになります。そして今年度より地域連携推進

会議の開催が義務化されます。目的は、利用者

と地域との関係づくり、地域への施設等や利用

者さんに関する理解の促進、施設等のサービス

の透明性及び質の確保、利用者の権利擁護とあ

ります。施設という概念に捉われることなく利

用者さんの一つの住まい、利用者さん一人ひと

りの暮らしを意識し、管理される機会をどれだ

け減らせるか、利用者主体にどれだけ考えられ

るか、施設にどれだけ日常性を取り入れられる

か、支援者として日々葛藤は続きますが皆さん

と一緒に考えを巡らせて今年度も頑張りたい

と思います。 
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